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第一章 PDF/X はなぜ生まれたのか

電子送稿に向かないネイティブファイル

ネットワークの急速な発展とともに、印刷用データをネットワークを経由して出稿したり
入稿したりすることが増加しています。これからますますネットワークでの入稿は増えるで
しょう。
しかし従来の印刷用のプリプレスデータは、ネットワークで送受信することを考慮して
開発されたものではありません。はっきりいって、ネットワーク送稿には向かないフォーマ
ットといってもいいでしょう。

1-1　電子送稿時代が生んだファイルフォーマットPDF/X

電子送稿時代が生んだ
ファイルフォーマットPDF/X

Illustrator 8.0 で描いた100ポイントの円

1ポイントの線幅で直径100ポイン
トの線を描いて保存した Illustrator 
8.0 のファイルをテキストエディタで
開いたもの。全部で6,456行あるう
ち、データの記述部分は6,428行目
から6447行目までである。それ以
外は、スウォッチなどの最終出力とは
関係ないデータが含まれている。
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たとえば、QuarkXPress のネイティブファイルや Illustrator EPS 形式のファイルを電子
メールに添付して送るとどのようなデメリットがあるでしょうか。まず、ファイルサイズが必
要以上に大きくなることがあります。ネイティブファイルには、ネイティブソフトのみが必要
とする情報が多く含まれ、出力では必要でない情報が多く含まれています。
また、Illustrator EPSでは、リンクした画像ファイルをIllustrator のファィルを開くため
に添付することが一般的なルールとなっていますので、さらにファイルサイズは大きくなり
ます。
ファイルサイズが大きくなる要因は貼り込まれた画像データですが、レイアウトソフト時
に圧縮されていればともかく、そうでなければ電子メールに添付することは到底できそう
にないファイルサイズになることもあります。
PDFであれば、ネイティブアプリケーションのみが必要とするデータを含めずに、画

像も必要に応じて圧縮することが可能になります。

印刷用データによくあるトラブルとは

電子送稿用のデータでなくても、トラブルは発生します。トラブルで多いのは、まずフ
ォントの問題があります。PostScriptでの出力では、フォントは出力機にインストールさ
れているか、出力用マシンにインストールされていなければならないので、インストール
されていないフォントが使われていると出力できません。日本語フォントの場合は、原則
としてプリンタにインストールしている必要があるので、TrueTypeフォントのようにインス
トールできないフォントを利用していると、それだけで出力できないことになります。

Illustrator 9.0 のネイティブファイル保存時のダイアログ

Illustrator 9.0 ではカラー設定をオンにし
てファイルを作成し保存しようとすると、デ
フォルトで指定されたカラーモードの ICC
プロファイルが埋め込まれる。PDF保存で
も同じ。プリプレス出力を前提とした場合、
ICCプロファイルは埋め込まないほうが確実
だ。
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また、画像もCMYKでなくRGBで貼り込まれていたり、保存形式が間違っていたり
すると、そのままでは出力できないことになります。画像のリンクが切れていたり、実画
像ではなくアタリ用の粗画像が貼り込まれていることもあります。
さらに、DTPアプリケーションの最近のバージョンでは、ファイル保存時に ICCプロ

ファイルを埋め込むことがあります。しかし正しく理解してICCプロファイルを埋め込んで
あることは少なく、誤って埋め込まれていることもよくあります。出力機によっては ICCプ
ロファイルが埋め込まれていると、CMYKカラーを別のCMYKに変換してしまうものも
あるのです
電子入稿するためには、電子送稿に向いたフォーマットを利用することと同時に、印

刷用データとして適切であるかということを確認しなければなりません。

PDF/Xは印刷用の電子送稿用ファイルフォーマット

PDFであれば、ネットワークで入出稿するのはそれほど難しくありません。ファイルサ
イズも必要十分に軽くすることもできますし、圧縮ソフトでフォルダを圧縮しなくても送信
できます。さらに、印刷するCMYK作業用スペースが決まっていれば、モニタでその
カラーを確認し、プリンタプロファイルを割り当てれば、プルーフを出力することも可能で
す。
また、いままでのように、OSのプラットフォームの違いやアプリケーションのバージョ
ンの違いにそれほど注意を払わなくてもいいのです。
しかし、PDFで入稿されればそれで十分かというと、残念ながらそうではありません。
PDFといっても、必ずしも印刷用の品質を満たしたPDFであるという保証はどこにもな
いからです。印刷用のPDFを作成しようとしているにも関わらず、「CJKScreen」を指
定して作成されるPDFもあるのです。
そこで、印刷用としての品質と仕様が適正であり、なおかつ、電子送稿してもトラブ
ルのないファイルフォーマットとして開発されたものが「PDF/X」なのです。そのために、
PDF/X(PDF/X-1a) は利用できるカラーをCMYKとスポットカラーに限定し、フォントを
埋めこみ、実画像のみを使用することになっています。つまり、PDF/Xの仕様に合致
していれば、出力印刷時のトラブルがほとんどが回避されるのです。
ただし、正しく印刷できるようにするために、正しいデータを作成する必要があります。

その分だけPDF/Xの作成はハードルが高くなります。が、手順さえ間違えなければ、
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PDFを作成するようにPDF/Xも作成することができます。
PDF/Xでもう1 つ知っておきたいことは、PDF/X が ISO( 国際標準化機構 )で

電子送稿用の仕様として認定されていることです。PDF/X-1a は「PDF/X-1a ISO 
15930-1:2001」として、PDF/X-3が「PDF/X-1a ISO 15930-3:2002」になります。
印刷物によっては ISOの規格が要求される場合もあるでしょう。今後は、PDF/Xの

対応が不可欠になるケースがあることを考慮しておきたいものです。

Distiller 5.0 の「CJKScreen」のジョブオプション

「CJKScreen」は、基本的にWindows 環境のモニタで閲覧するための PDF を作成する。そのため画像は
72ppi で圧縮され、日本語フォントは埋め込まれず、「sRGB IEC61966-2.1」の ICCプロファイルが埋め込
まれる。sRGBのモニタでPDFをAcrobat で開くときはこれでいいが、プリプレス用では画像の解像度も足り
ないし、日本語フォントも埋め込まれていない。また、ICCプロファイルも埋め込まれてしまうので、プリプレス
出力では利用できない場合がある。
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第一章 PDF/X はなぜ生まれたのか

PDF/Xの基本的な仕様と
その違いとは

4つあるPDF/Xの仕様の違い

PDF/Xには、4つの仕様があります。Acrobat 6.0 Professional 版の Distiller 6.0
で作成できるのは、PDF/X-1aとPDF/X-3 の 2 種類だけですが、それ以外にもう2種
類あります。ただし、実用性を考えると、PDF/X-1aとPDF/X-3 が現実的なPDF/X
の仕様といえます。
PDF/X-1aとPDF/X-3 の共通した仕様は、PDF1.3をベースにし、透明効果は分割

し、フォントは埋め込み、画像は実画像の高解像度画像のみを利用します。いずれも、

Distiller 6.0 のジョブオプションのリスト

Acrobat 6.0 Professional の Distiller 6.0 には、「PDF/X1a」と「PDF/X3」が用意されている。ただし、
この2つは欧米仕様なので、日本で利用するにはカスタマイズが必要になる。

1-2 PDF/X の基本的な仕様とその違いとは
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OPIコメントのある画像は禁止されています。また、最終の印刷のCMYK作業スペー
スを出力インテントとして指定するようになっています。トラッピングはその有無を明示す
ることになっています。さらにページサイズを指定するようになっています。

PDF/X-1とPDF/X-1aはどこが違う

一番最初に規定されたPDF/Xは「PDF/X-1」です。PDF/Xの「X 」は「exchange=
交換」を指しています。これは、外部情報を必要としない完全にデバイス・インディペ
ンデントなファイルです。PDF/Xで入稿すると、その中に出力と印刷で必要とするすべ
ての情報が含まれているのです。
利用できるカラーはCMYKとグレースケール、そして特色に限られます。つまり、

RGBカラーはいっさい認めないのが、PDF/X-1なのです。
しかし、ベースが PDF 1.2であるため、欧文フォントの埋め込みはできても、タブル
バイトフォントは埋め込めません。また、埋め込み画像にOPIを許可しています。
さてこのPDF/X-1をさらに汎用性を高めたものが、「PDF/X-1a」ということになります。

もっとも、仕様のベースは「PDF/X-3」で、PDF/X-3に準拠して作成されたPDF/X-1
の特徴を備えたものが PDF/X-1aなのです。

PDF で利用できるOPIのバージョンは1.3と2.0

PDFで利用可能なOPI のバージョンは、プリフライトのOPI グループの [ プロパティ ] の「バージョン」で確認
できる。逆にいうと、OPI のバージョンが1.3 もしくは2.0 であれば、PDFでOPI が利用できるということに
なるが、日本ではPDFでOPI を利用している実例はほとんど知られていない。
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PDF/X-1a のベースとなるバージョンは PDF 1.3になりますが、利用できるカラーは
CMYKとグレースケール、特色のみとなります。また、フォントは埋め込みのみであり、
そうでなければアウトライン化する必要があります。カラーマネージメントは利用しないた
め、Labカラー、つまり実質的には ICCプロファイルを埋め込んだオブジェクトは利用で
きません。PDF/X-1では OPI が認められていましたが、PDF/X-1aでは OPI は禁止
されています。

PDF/X-1から派生したPDF/X-2

「PDF/X-2」は、PDF/X-1 から派生したフォーマットだといわれています。PDF/X-2
についてはほとんど資料がないので、詳しいことはわかりませんが、PDF/X-1との大き
な違いはフォントの埋め込みが規定されていないことにあります。
PDF/Xであっても、画像にはOPIを使い、埋め込まないフォントを利用していても、

制作側と出力側で環境を整えていれば、PDFをエクスチェンジできるのが PDF/X-2な
のです。
ただし、だれがどのように作成してもPDF/Xであれば正しく出力できるというメリット
はありません。汎用性は考慮されていない仕様ですので、クローズドな環境で運用する
のであれば利用可能な仕様です。
おそらく、ネイティブアプリケーションのファイルと比較して、ファイルサイズが小さくなる

4つのPDF/X 規格の主な違い

PDF/X-2の PDFバージョンを示す資料は見当たらなかったので記入していない。しかし、PDF/X-2は PDF/
X-1をベースにしているので、PDFバージョンは1.2と考えられる。また、PDF/X-1a や PDF/X-3は欧米の
1バイトフォント環境で使うのであれば、PDF1.2 でも利用可能だろう。ただし、カラースペースの ICCBased
やDeviceNはPDF 1.3 からの対応になるので、実質的にはPDF 1.3 と考えてよい。

仕　様 PDF/X-1 PDF/X-1a PDF/X-2 PDF/X-3

PDFバージョン 1.2 1.3 1.3

フォントの埋め込み 必要 必要 不要 必要

OPI 可 不可 可 不可

カラー CMYK・特色 CMYK・特色 CMYK・特色 CMYK・特色・Lab
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ということしかメリットがない仕様といえるでしょう。

カラーマネージメントに対応したPDF/X-3

「PDF/X-3」は、カラーマネージメントを反映して策定された PDF/X の仕様です。
Distiller 6.0 の PDF/X-3 の出力インテントをみれば「Euroscale Coated v2」が指定さ
れていることから推し量られるように、ヨーロッパのPDF/X 仕様です。
PDF/X-1 は、CMYKとグレースケールと特色しか認めませんでしたので、Labで運

用したいカラーは扱えません。それらは、事前に適切なCMYKに変換してPDF/Xに
する必要があったのです。
しかし、PDFのワークフロー上、Lab 値で記述されたカラースペースを持っていれば、
出力前に適切にCMYK変換すれば、CMYKの作業スペースに合わせてカラーを変換
し、いずれのCMYKでもLab 値を反映して印刷することができます。CIEのカラース
ペースであれば利用できるということです。

PDF/X-3の出力インテントプロファイル

PDF/X-3は ICCプロファイルを埋め込んであれば、RGBカラーでもPDF/Xにすることができる。ICCプロフ
ァイルが埋め込まれていれば、Labを経由して別のカラーに変換可能だからだ。この仕様はヨーロッパで標準化さ
れた。そのため出力インテントのプロファイルが「Euroscale Coated v2」になっている。
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なお、PDF/X-3でも、DeviceRGBカラーは使用できません。RGBであっても、ICC
プロファイルが埋め込まれていれば利用可能です。
ただし、現在の出力環境では、ICCプロファイルを埋め込んだオブジェクトが正しい
CMYKに変換されるとは限らないので、PDF/X-3での運用には注意を払った方がい
いでしょう。

PDF/X-3はプロフィルの埋め込まれたRGBにも対応

サンプルとして使用したPDFは、MS Word で作成したRGBのPDF。オブジェクトには ICCプロファイルが
埋め込まれている。これをPostScript ファイルとして書き出し「PDF/X3」で変換すると、問題なく変換される。
しかし、同じPostScript ファイルを「PDF/X1a」に適用すると、複数の「キャリブレーションされたカラー」
が発見されPDFは作成されない。

「PDF/X3」のウィンドウに現れたレポート

「PDF/X1a」のレポートファイル
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第二章 Distiller に見るPDF/X の仕様

Distiller のジョブオプションでみる
PDF/Xの基本仕様

PDF1.3がベースになるPDF/Xの基本仕様

実際にPDF/Xを作成するとなると、Acrobat 6.0 Professional の Distiller 6.0で用
意されたPDF/Xのジョブオプションを利用するしかありません。PDF/Xの具体的な仕
様を知るには、Distiller の PDF/Xのジョブオプション (Adobe PDF 設定 )を開いてみ
るのが簡単です。
ただし、Distiller の PDF/Xの仕様でも、すべてが規定されたものではなく、推奨設
定になっているものもあります。その違いを理解しておきましょう。
まず、一般設定ですが、[互換性のある形式 ]がいずれも「Acrobat 4.0 (PDF1.3)」

Distiller 6.0 での PDF/Xの一般設定

一般設定では、PDF/X-1a も PDF/X-3
も同じ設定値になっている。PDF1.3 が
選択されているので、透明は利用できない。
透明効果はすでに分割・統合されたオブジ
ェクトに変換されている必要がある。

2-1 Distiller のジョブオプションでみるPDF/X の基本仕様
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になっています。PDFバージョンは規定されたものですから、ここは変えることはできま
せん。PDF/Xを調べるプリフライト条件にも、PDF1.3より新しい、つまりPDF1.4 以上
がリストされるようになっています。
また、解像度は、出力時のスムーズシェーディングの品質を決めるものです。印刷
用では「2,400dpi」以上が必要です。

画像の解像度は規定されていないがPress Qualityと同じ

画像設定では、カラーやグレースケールの画像の圧縮に「自動 (JPEG)」が選択さ
れています。「自動 (JPEG)」というのは、圧縮されていない画像は JPEGで圧縮し、
LZWや ZIPといった可逆圧縮で圧縮された画像は JPEGで再圧縮しないようになって
います。すでに、JPEGになっている画像は、詳細設定で再圧縮するかどうかを指定し
ます。
解像度は「300ppi」で、サンプリングしきい値は「450ppi」になっています。つまり、

450ppiを越えた画像は 300ppi にバイキュービック法でダウンサンプルされるようになっ
ているのです。
PDF/Xの仕様では、画像の解像度はとくに制限していません。しかしAcrobat 6.0 

Distiller 6.0 での PDF/Xの画像設定

PDF/X では画像の解像度を制限していな
い。ここではPress Quality に準拠した
設定になっている。
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Professional にデフォルトで用意されているPDF/X-1aとPDF/X-3 は、カラーやグレー
スケールの最低解像度が「300ppi」に、モノクロ二階調の画像は「1,200dpi」に指定
されています。これらはPDF/Xの規格ではありませんので、変更することは可能です。
なお、最低解像度のチェックは、プリフライト機能で行います。

PDF/Xではフォントはすべて埋め込む

フォントは「すべてのフォントを埋め込む」がチェックされています。さらに、[埋め込
めなかったときの処理 ]で「ジョブをキャンセル」が指定されているので、埋め込めな
いフォントの使用は一切認めていないことがわかります。PDFに埋め込みできないフォン
トは、アウトライン化するしかありません。PDF/X-1a や PDF/X-3では、フォントを使用
するときは埋め込まなければなりません。埋め込めないフォントはアウトライン化しなけれ
ばなりません。
欧文フォントは [サブセットの全フォントに対する割合 ]が「100%」になっているので、

すべての欧文フォントはサブセットで埋め込まれます。PDF/Xの仕様で、フォントの埋
め込みはサブセットに限るようにはなっていないので、[サブセットの全フォントに対する
割合 ]を「1%」に変更して、フルセットでの埋め込みにすることもできます。

Distiller 6.0 での PDF/Xのフォント設定

PDF/X-1a もしくはPDF/X-3 ではフォ
ントは埋め込まなければならない。埋め込
めない場合は、事前にアウトライン化して
Distiller に適用する必要がある。
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カラー設定では ICCプロファイルは埋め込まない

カラー設定では ICCプロファイルをいっさい埋め込まない仕様になっています。これ
はカラーマネージメントに対応したPDF/X1-3でも同じです。
ここで ICCプロファイルを埋め込む設定にすることは可能でしょうか。ジョブオプショ
ンとしては、ICCプロファイルを埋め込むジョブオプションの作成は可能なのです。しか
し、PDF/X-1aでは、カラー設定で PDFに ICCプロファイルを埋め込むと、PDF 内の
オブジェクトに ICCプロファイルを埋め込もうとするので、PDF/Xの作成がキャンセルさ
れます。つまり、PDF/X-1aでは、カラー設定で ICCプロファイルの埋め込みはできな
いのです。
それでは、PDF/X-3ではどうなるでしょうか。PDF/X-3 は PDF 内のオブジェクト
に ICCプロファイルの埋め込むことを許容しています。デフォルトのPDF/X-3を利用
して、カラー設定で [ 設定ファイル ]に「日本 -Japan Color」を指定してみます。こ
のPDF/X-3 の設定で、PDFを作成すると、PDF/X-3 の PDFが作成されます。そし
て、CMYKのオブジェクトに埋め込まれるICCプロファイルは、「Japan Color 2001 
Coated」なのです。つまり、カラー設定ファイルを適用すると、指定した ICCプロファイ
ルが PDF内のオブジェクトに埋め込まれます。

Distiller 6.0 での PDF/Xのカラー設定

PDF/X のカラー設定では、カラー設定フ
ァイルを適用せず、ICCプロファイルを埋
め込まない設定になっている。また、[ ア
ンダーカラーリムーバブル (UCR) と墨版
生成の保存 ][ ハーフトーン情報の保存 ] は
チェックが外され、[ トランスファ関数が
見つかった場合 ] は「適用」される仕様に
なっている。
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PDF/X-1aではカラー設定ファイルは適用できない

PDF/X-1a の仕様でカラー設定ファイルを適用したり、作業用スペースを埋め込んだ設定を作成しても、PDF/
X-1a は作成できない。ここでカラープロファイルを埋め込むとPDF/X-1a の仕様に違反するので、作成がキャ
ンセルされてしまう。
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PDF/X-3では ICCプロファイルを適用できる

PDF/X-3 ではカラー設定で ICCプロフ
ァイルを埋め込むようにすると、PDF内
のオブジェクトに ICCプロファイルが埋
め込まれる。PDF/X-3 では ICC プロ
ファイルの埋め込みを認めているので、
PDF/X-3 の PDF が作成される。ICC
プロファイルを埋め込んだ場合は、出力
時に出力インテントに合わせたCMYKへ
の適切な変換が必要になる。
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RGBオブジェクトは ICCプロファイルが埋め込まれた形で PostScriptファイルを書き
出せば、PDF/X-3で PDFにすることはできます。その場合も、PostScriptファイルで
指定された ICCプロファイルで埋め込まれます。PostScriptファイル内のオブジェクトに
「sRGB IEC61966-2.1」が含まれ、設定ファイルで「Adobe RGB」が指定されていて
も、PDF/X-3に埋め込まれるICCプロファイルは「sRGB IEC61966-2.1」になります。
基本的にはジョブオプションのカラー設定では、ICCプロファイルを埋め込むべきで

はありません。

ハーフトーン情報もトランスファ関数も禁止

カラー設定では [トランスファ関数が見つかった場合 ]が「適用」になっています。
PDF/Xでは、ハーフトーン情報だけでなく、トランスファ関数のような網点のカーブ情報
は禁止されています。したがって、トランスファ関数を保存することはできません。
トランスファ関数の「適用」というのは、画像に埋め込まれたトランスファ関数を保存

PDF/X-3 内の ICCプロファイルを確認する

作成した PDF/X-3 を Acrobat 6.0 Pro-
fessional のプリフライトで開き、埋め込ま
れた ICCプロファイルを確認してみると、カ
ラー設定で指定した「Japan Color 2001 
Coated」が埋め込まれていることがわかる。
なお、ここでは Professional 版 6.0.1 を
使用しているが、6.0 ではカラー設定に不具
合があるので、カラー設定で ICCプロファイ
ルを埋め込む場合は6.0.1 以降にバージョン
アップしておこう。
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トランスファ関数を保存した画像を PDF/X1-aで変換する

トランスファ関数はPhotoshop の [ プリントプレビュー ] で指定できる。ここではカーブを逆転させて画像が
ネガになるようにしていてある。トランスファ関数を指定した画像をEPSで保存し、Illustrator に貼り込んで
「PDF/X-1a」で変換する。「PDF/X-1a」では画像にトランスファ関数が保存されているときは、画像に適用し
て画像の網点カーブが変化する。Acrobat で開くとトランスファ関数が適用されて画像がネガになっていること
がわかる。なお、これも6.0では正しく機能しない場合がある。

Photoshopのトランスファ関数でのネガの設定 EPSでトランスファ関数を保存する

Illustrator に画像を配置する PDF/X-1aで PDFに変換する

Acrobat で開くとネガで表示される



24◉　　◉ 2-1 Distiller のジョブオプションでみるPDF/X の基本仕様

せず適用して画像の階調を先に変換してしまうことを指します。PostScriptファイル内部
にあるトランスファ関数は画像に適用され、トランスファ関数の情報は削除されます。
また、PDF/Xでトランスファ関数の「保存」というジョブオプションを作成し、トラ
ンスファ関数を含むPostScriptファイルを適用すると、PDF/Xに準拠しないことになり
PDFは作成されません。

トランスファ関数を保存するとPDF/Xは作成されない

PDF/X-1 で [ トランスファ関数が見つかった場合 ] に「保存」を選択した設定を作成し、PostScript ファイル
からPDFを作成しようとすると、Distiller で PDF/X-1a の作成がキャンセルされてしまう。トランスファ関数
を利用することはまずないが、PDF/Xではトランスファ関数は認めていないので、それが含まれている場合は、「削
除」するか「適用」するしかない。
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詳細設定もPress Qualityに準じた仕様

PDF/X の詳細設定は、Press Qualityとほとんど同じです。異なっているのは、
[PDFファイル内にAdobe PDF 設定を保存 ]という設定です。Press Qualityではここ
がオンになっていますが、PDF/Xではオフになっているのです。
[PDFファイル内にAdobe PDF 設定を保存 ]は、PDF 内部にジョブオプション名を

保存するオプションです。ジョブオプションを保存しておくと、プリフライト機能でどのよ
うなジョブオプションで作成したのかを調べることができます。
オフになっているのは、プリフライト機能ではPDF/Xには、出力識別子が付けられて
いるので、必要ないという判断でしょう。
また、[ 可能な限りJPEG画像データを変換しない ]という設定は、すでにJPEGで
圧縮された画像は、再圧縮しないという設定です。JPEGは異なるアルゴリズムで再圧
縮すると品質の劣化が著しくなることがあるので、ここはオンにしておきましょう。

Distiller 6.0 での PDF/Xの詳細設定

詳細設定で「Press Quality」とほとん
ど同じだが、「PDFファイル内にAdobe 
PDF設定を保存」がオフになっているこ
とが異なっている。
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第二章 Distiller に見るPDF/X の仕様

PDF/Xでする
裁ち落としと仕上がりサイズ

PDFにある5つのページサイズ

PDFには 5つのページサイズが存在します。もっとも大きなページサイズはメディア
サイズと呼ばれます。作成されたドキュメントのオリジナルのサイズです。メディアサイズ
はドキュメントサイズとほぼ同じと考えればいいでしょう。
しかし、印刷用途で利用する場合は、「塗り足し」の存在を無視できません。断裁
時や製本時には必ずといっていいほど仕上がりに誤差が生じますので、それを回避する

InDesignでする裁ち落としの設定

InDesign ではドキュメント設定で「裁ち落とし」が設定でき、ページビューにもガイドとして反映される。PDF
保存すると、この裁ち落とし設定値がPDFに反映される。上は InDesign CSのウィンドウ。

裁ち落としサイズ

仕上がりサイズ、アートサイズ

Illustrator ではオブジェクトの境界線が
アートサイズになる

2-2 PDF/X でする裁ち落としと仕上がりサイズ
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ためには塗り足しが必要なのです。ドキュメントに塗り足しを反映させるためには、塗り
足しを含んだサイズ (裁ち落としサイズ )と塗り足しを含まないサイズ (仕上がりサイズ )
を指定する必要があります。仕上がりから裁ち落としまでの距離は、一般的には 3ミリ
ですが、そうでない場合もあります。そのためPDFには、この 2つのサイズを別々に記
述できるようになっています。
ただし、従来のアプリケーションからPostScriptファイルを書き出しても、メディアサイ

ズしか書き出されません。PostScriptファイルに裁ち落としや仕上がりサイズを指定でき
るのは、InDesign のような新しいアプリケーションやアプリケーションの新しいバージョ
ンのみとなります。
トリミングサイズはAcrobat のページメニューのトリミング（6.0では文書メニュー内）
で PDFのサイズをトリミングしたサイズです。また、アートワークサイズは、メディアサイ
ズ中にあるオブジェクトのサイズです。なお、Illustratorで保存したPDFでは、トンボ
を作成すると、トンボ内のエリアがアートワークサイズとなります。

仕上がりサイズとアートサイズは混在できない

PDF/Xでは、仕上がりサイズもしくはアートサイズが不可欠のものになっています。ま

InDesign CS の PDF 保存の「トンボと裁ち落とし」ダイアログ

PDF保存時に裁ち落としを設定して保存する。トンボをつけるとPDFのメディアサイズがトンボを含んだ領域に
まで広がる。なお、「印刷可能領域」を指定し、それを含んでPDF書き出しすると、裁ち落としの設定は失われ、
裁ち落としサイズはメディアサイズになってしまうので注意したい。
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た、両方を混在させることはできません。
Illustrator では PDF 保存すると、ドキュメント内部のオブジェクトを矩形ボックスで

囲んだサイズがアートサイズになりますが、PostScriptファイルを書き出してDistillerで
PDFにした場合は、アートサイズはメディアサイズと同じものになります。ただし、PDF
保存したものをAcrobat 6.0 Professional からPostScriptファイルを書き出し、Distiller 
6.0で PDFにすると、アートサイズはそのまま反映されます。アートサイズを使用しても、
PDF/Xは作成されますが、Distiller 6.0 のウィンドウには仕上がりサイズを利用するよう
にというアラートが現れます。
PDF/Xでは基本的にアートサイズは認めていないと考えられます。しかし、仕上がり

サイズの指定がない場合は、アートサイズで代用できるようになっているのでしょう。

Acrobat で開いたPDFとページトリミング

Acrobat 6.0 Professional は環境設定の [ ページ表示 ] で「アートサイズ、仕上がりサイズ、裁ち落としサイ
ズを表示」することで、PDFにそれらを表示させることができる。また文書メニューの [ ページ ] の [ トリミン
グ ] を開くと、メディアサイズ、裁ち落としサイズ、仕上がりサイズ、アートサイズの数値を確認できる。なお、
InDesign ではオブジェクトに関係なくアートサイズ仕上がりサイズになるが、Illustrator ではアートサイズはア
ートボード内のオブジェクトの境界線か、トンボで指定した領域になる。

仕上がりがB6サイズ（128×182mm）で
InDesign から書き出したPDF

InDesign の裁ち落としが反映されている

B6で指定された仕上がりサイズ
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指定がないときはメディアサイズになる

PDF/Xのデフォルトの設定では、「仕上がりサイズとアートサイズの指定がない場合」
は、仕上がりサイズはメディアサイズに依存します。デフォルトのPDF/X-1aもPDF/X-3
もメディアサイズがそのまま仕上がりサイズになります。
つまり、PostScriptファイルの中に仕上がりサイズとアートサイズの指定があれば、仕
上がりサイズをそのまま反映させ、なければ PDF/X 設定に従うのです。
「エラーとしてレポート」という選択肢もありますが、仕上がりサイズを書き出せるアプ
リケーションは限られますので、エラーとしてレポートを書き出すことは当分ないでしょう。
また仕上がりサイズをメディアサイズからのオフセット値で指定できますが、ポイント値
なので日本では実用性はありません。また、一般のアプリケーションでは塗り足しを含
めて書き出すことはありませんので、ここでオフセットを指定することはほとんど考えられ
ません。
裁ち落としサイズはPDF/Xでは必ずしも必要ではありませんが、こちらもメディアサイ

ズからのオフセット値を指定できるようになっています。

Distiller 6.0 での PDF/Xの PDF/X 設定

Distiller では仕上がりサイズや裁ち落とし
サイズをオフセット値で指定できるように
なっているが、指定値がポイントなので、
日本の環境では事実上利用できない。また、
PostScript ファイルに仕上がりサイズや
アートサイズが指定されていなくても、メ
ディアサイズをそのまま流用するようにな
っている。
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第二章 Distiller に見るPDF/X の仕様

出力インテントは
CMYKの印刷カラースペース

ICCプロファイルを埋め込んでカラースペースを定義する

印刷用データのカラーを管理するには、印刷用のCMYKカラースペースを指定する
必要があります。カラースペースを指定しなければ、最終のカラーを知ることができない
からです。
いままでドキュメントのカラースペースを指定するためには、ドキュメントに ICCプロフ

ァイルを埋め込むというやり方をとっていました。ターゲットの ICCプロファイルを埋め込
んでおくと、Labカラーを確認できるので便利な部分もあります。
また、ICCプロファイルを埋め込むことで、オブジェクト毎に個別のカラースペースを
指定することも可能です。
しかし、埋め込んだカラースペースを扱うには、カラーマネージメントの知識が必要で
す。扱いを誤ると予期しないカラーに変換されてしまうこともあります。また、埋め込ん
だ ICCプロファイルを削除しにくいという問題もあります。
また分版出力を行う出力機の中には、ドキュメントに ICCプロファイルが埋め込まれ
ていると、そのプロファイルを認識して別のカラーに変換してしまうRIPもあるのです。そ
うでないRIPも少なくありませんが、どのようなRIPから出力されるのかわからないとき
は、出力ドキュメントには ICCプロファイルを埋め込まないのが基本です。
ドキュメントに ICCプロファイルを埋め込まないで、カラースペースを指定する方法は
あるでしょうか。アプリケーションのネイティブファイル形式でも、画像ファイルでも保存
時に ICCプロファイルを埋め込むことはできでも、埋め込み以外の方法でカラースペー
スを記述する方法はないのです。

2-3 出力インテントはCMYKの印刷カラースペース
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「コメント」として添付される ICCプロファイル

PDF/Xではカラースペースの記述を、ICCプロファイルの埋め込みではなく、出力イ
ンテントで指定します。目的とする印刷環境を指定します。当然ここでは、CMYKの
ICCプロファイルしか指定できません。ここでCMYKカラースペースを指定するというこ
とは、指定したカラースペースで印刷することになります。したがって、出力インテント
を指定するということは、指定されたCMYKカラースペースを印刷機で再現しなければ
ならないことになります。
現在、CMYKカラースペースを指定して印刷するというのは、普及しつつあっても少

数派であることは確かです。出力インテントでのCMYKカラースペースの指定は、必ず
しも必要ではありませんが、CMYKカラースペースで管理した印刷が当たり前になると、
たいへん便利な機能になるでしょう。
PDF/Xでは出力インテントの指定を「なし」にすることもできます。しかし、「なし」

を選択すれば、ターゲットのCMYKカラースペースは別の方法で伝達する必要がありま
す。CMYKをLab 値で管理せずに印刷するのであれば、ここを「なし」にしたPDF/
Xを作成することもできます。ただし、カラーマネージメントに対応していないCMYKを
ベースにしたPDF/X-1aであればともかく、カラーマネージメントに対応したPDF/X-3

ジョブオプションでみる出力インテントの説明

[ 出力インテントのプロファイル ]の右端に
ある「?」をクリックすると「出力インテ
ントのプロファイルパラメータ」という説
明が現れる。ここでは出力インテントで利
用する ICCプロファイルを指定するが、出
力インテント名とは異なる場合がある。
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では、出力インテントを指定しないと実際にはできません。もし、出力インテントが「なし」
になっていれば、ICCプロファイルの埋め込まれたオブジェクトがあっても、ターゲットの
カラースペースに変換することはできません。「なし」というのは、そういう設定があるだ
けであって、PDF/Xでは出力インテントの指定は必要不可欠と考えたほうがいいでしょ
う。
なお、出力インテントは ICCプロファイルを埋め込まずに、PDF 内に「コメント」と

してICCプロファイルを添付します。ターゲットの ICCプロファイルを指定しつつも埋め
込みを行わないので、PDF内の ICCプロファイルを読み込んでカラーを変換してしまう
RIPでも、CMYK値が変化することはありません。

出力インテントでのモニタカラーマッチング

Acrobatでは、PDFに ICCプロファイルが埋め込まれていると、埋め込まれたカラー
スペースにカラーマッチングして、つまり、カラースペースのLabカラーをモニタで表示
するようになっています。Acrobat 6.0 Professionalでは、出力インテントが指定されて
いると、埋め込まなくても出力インテントで指定されたカラーでモニタ表示を行うことが可
能です。
出力インテントでのモニタカラーマッチングは、環境設定の [カラーマネージメント]

で指定できます。[ 作業用スペース]の [ 出力インテントを作業用スペースに優先的に
適用する]がチェックされていると、PDF/X 内の出力インテントにあわせてモニタ表示を
カラーマッチングします。もし「Japan Color 2001 Coated」が指定されていると、モニ
タでも「Japan Color 2001 Coated」が再現されるのです。ICCプロファイルの埋め込
みでは、モニタ表示でのプロファイルの適用を外すことができませんが、出力インテント
ではこれを外して別のCMYKを割り当てることも可能なのです。

プリフライトで出力インテントを取り出す

また、Acrobat 6.0 Professional のプリフライト機能では、出力インテントとしてコメン
トされた ICCプロファイルを取り出すことが可能です。文書メニューの [プリフライト]を
開き、[PDF/X] のダイアログから[ICCプロファイルを抽出 ]を選択すると、出力インテ
ントの ICCプロファイルを別名で保存することができます。
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CMYKのICCプロファイルは、おそらく標準的なものが使われるケースが多いでしょう。
日本では「Japan Color 2001 Coated」がスタンダードになりそうですが、基本的には
印刷機のカラースペースを指定するものです。ですから、印刷環境によっては、スタン
ダードな「Japan Color 2001 Coated」ではなく、その印刷機固有のカラースペースを
指定することもあるかもしれません。そうした場合、PDF 内で指定された ICCプロファ
イルは取り出せるほうがいいのです。
ICCプロファイルが取り出せると、Acrobat 6.0 Professional 以外のアプリケーション

でも、その ICCプロファイルを割り当てることで、カラーマネージメントが可能になります。
出力インテントの ICCプロファイルを割り当てて、カラープリンタからカラーマッチングし
て出力することもできます。

プリフライトで添付された ICCプロファイルを別名保存する

PDF/X で出力インテントの ICCプロファイルを指定すると、PDF/X 内に ICCプロファイルが添付される。プ
リフライトを開いて「PDF/X」から「ICCプロファイルを抽出」すると、ICCプロファイルを保存できる。
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第二章 Distiller に見るPDF/X の仕様

出力インテントを
日本仕様にしたPDF/Xを作成する

出力インテントに日本仕様の ICCプロファイルを割り当てる

デフォルトで用意されているPDF/Xは欧米仕様のものです。PDF/X-1a はアメリカ
のCommittee for Graphic Arts Technical Standardsという団体の主導で策定され
ています。そのためデフォルトで指定される出力インテントのプロファイルは「U.S. Web 
Coated (SWOP) v2」ですが、出力インテントは「CGATS TR 001」という名称になっ
ています。SWOPというのは、アメリカのオフセット輪転機の標準規格ですから、それ

「Japan Color 2001 Coated」を出力インテントにする

ここで指定するCMYKの ICCプロファ
イルは、「Adobe ─ Color ─ Profiles」
フォルダ内の「Recommended」フ
ォルダにあるものがリストされる。
Acrobat 6.0 Professional をインス
トールすると、「Japan Color 2001 
Coated」 や「Japan web Coated 
(Ad)」もインストールされる。

2-4 出力インテントを日本仕様にしたPDF/X を作成する
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に準拠した ICCプロファイルということになります。
日本でも印刷カラースペースの標準化が進みつつあり、枚葉の印刷機の標準仕様

として「Japan Color 2001 Coated」が、オフセット輪転機の標準仕様として「Japan 
Web Coated (Ad)」が用意されています。また、印刷機の個別のカラースペースを割
り当てたいときは、出力インテントの ICCプロファイルを差し替える必要があります。
差し替えは簡単で出力インテントプロファイルを変更して別名保存するだけです。ICC

プロファイルが「Recommended」フォルダにインストールされていれば、ボップアップリ
ストから選択できます。「Japan Color 2001 Coated」を指定するときは、レジストリ名に
「http://www.jpma-net.or.jp」を指定します。JPMAは社団法人日本印刷産業機械
工業会のことです。ただし、「Japan Color 2001 Coated」はジャパンカラーをベースに
アドビシステムズが開発したものなので、http://www.adobe.co.jp」とするほうが正解か
もしれません。
また、「Japan Web Coated (Ad)」は雑誌広告基準カラーがベースになっていますが、

これも必ずしも同じものではありません。雑誌広告基準カラーを参考にAdobeが開発し
たものです。こちらもレジストリの指定では「http://www.adobe.co.jp」とするしかなさそ
うです。雑誌広告基準カラーは、一般にJMPAカラーと呼ばれています。

作成された「PDF/XJapanColor2001Coated」のジョブオプション

この設定で作成すると、出力インテント名
は ICCプロファイルの名称がそのまま利
用される。なお、[ 出力条件 ] はコメント
なので、必ずしも必要ではない。また、コ
メントは必ずしも入力する必要はないが、
一般的ではない ICCプロファイルを使用
する場合は、印刷インキや用紙などの印刷
条件を指定してもよい。
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第二章 Distiller に見るPDF/X の仕様

PDF/Xでは
トラッピングの有無を明示する

出力機に依存するトラッピングは明示する

トラッピングは塗り領域が重なり、全面のオブジェクトが背面のオブジェクトに対して抜
きあわせ(ノックアウト)になるときに行う処理です。印刷時に印刷見当が多少ずれても、
ノックアウトして覗いた白場が目立たないように塗り領域を拡張する処理をいいます。
PostScriptファイルではトラッピングの情報を書き込めるようになっています。アプリケ

ーションなどでトラッピング情報を書き出したとき、それをPostScriptファイルに含めるこ
とができるのです。
PDFではトラッピングの記述をオブジェクトに対してダイレクトに行うのではなく、

ジョブオプションでみるトラッピングの説明

トラッピングパラメータは PostScript
ファイルでのトラッピングを指定する。
PostScript 3 のオペレータなので、出力
での再現が制限される。PDF/X では基本
的に利用しないのが原則のようだ。トラッ
ピングはRIP 内の独自のプログラムで処
理するのが現実的かもしれない。

2-5 PDF/X ではトラッピングの有無を明示する
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PostScriptファイルに付随させるか埋め込むようになっています。つまり、トラッピングの
情報は別扱いなのです。
ここでいうトラッピングとは PostScript に対応したトラッピング処理ですが、実際には

トラッピングの処理方法はさまざまな方法があります。Illustratorでオーバープリント機
能を駆使して行う場合は、トラッピングではなくオーバープリント情報になっていますし、
RIPに付加された機能で出力時に行うこともあります。
また、PostScriptでのトラッピングはRIPによっては処理できない場合があります。ア
プリケーションでトラッピング処理して書き出しても、出力時にキャンセルされることもあ
るのです。つまり、トラッピング情報は出力環境に依存してしまう可能性が大きいのです。
PDF/Xは出力環境に依存しないファイルフォーマットを目指しています。そのため、ト

ラッピング情報があるかどうかを明示することにしているのです。PDF/X-1a や PDF/
X-3では、トラッピング情報が含まれているかどうか指定しなければなりません。トラッピ
ング情報が含まれている場合は、PostScript のトラッピングを処理できるRIPで分版し
なければなりません。
もし「不明を維持」を選択した PDF/X のジョブオプションを作成しようとすると、
PDF/Xの仕様に合致せず、「 [ 違反 ] トラッピングキーの値 Unknown は禁止されて
います」というアラートが現れ、PDF/Xの作成はキャンセルされます。

トラッピングの選択肢を開く

トラッピングの選択肢では「不明を維持」
を選択できる。ただし、準拠していないと
きは「ジョブがキャンセル」されるので、
PDF/Xは作成されない。
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「不明を維持」するとPDF/Xの作成がキャンセルされる

トラッピングで「不明を維持」したPDF/Xのジョブオプションを作成し、PostScript ファイルからPDF/Xを
作成してみる。しかし、PDF/Xの仕様に違反するのでPDF/Xは作成されない。「不明を維持」を選択する場合は、
[ 準拠していない場合の処理 ] で「続行」を選択してPDF/Xを作成する。ただし、「不明を維持」したPDF/Xに
は出力インテントは含まれない。
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インクナブラの書籍について

インクナブラでは、従来の出版の枠を越えて、少部数で書籍を発行する方法を模索
してきました。既存の書籍流通では、大手の出版社と書籍流通の間で書籍を発行する
流れができ上がっています。しかし、その仕組みの中では発行できないが、書籍にし
たいものが多くあります。
読者の興味はパーソナライズされ、より詳しく専門的な知識を要求するようになってき

ています。書籍の内容が専門的になるにつれ、その書籍を必要とする読者の数は少な
くなります。書籍が少部数化する流れはこれからも変わっていかないでしょう。
そうした中で、個人の持つ情報はインターネットを通じて広く公開され、専門的な情報

といえども、インターネットを通じて手に入れることができるようになってきました。
しかし、インターネットでは情報のプライオリティが明確ではなく、また、整理され分か

りやすい情報になっているのかというと、必ずしもそうではないでしょう。
的確に情報を伝達するには、やはりまだまだ「紙」というメディアの方が分かりやすく

理解しやすいのではないでしょうか。そのためには、今までとは異なった方法で書籍を
発行することしかありません。
従来の書籍発行の枠を越えて、さらに少部数で発行することができれば、出版のあ

り方も変わってくるでしょう。しかしだからといって、書籍をオンデマンドで発行すること
を読者が望んでいるわけではありません。いままでと同じような書籍として形で発行しな
がらも、少部数に対応した出版こそが求められているように思います。
インクナブラでは、少部数の読者ニーズに応えるために、さまざまな方法で書籍を制
作し発行しています。少部数に対応するために、従来の書籍と比較してページ数が少
なかったりします。しかし、300ページある書籍でも必要な個所はたったの 10ページ
であることも少なくありません。必要なページがたった 10ページであれば、総ページ数
が 300ページであっても100ページであっても、読者にとってはそれほどの違いはない
のでないでしょうか。
皆さんが手にしたこの書籍のうちの数ページでも、皆さんにとって必要かつ有用な情
報であることを望んでいます。

インクナブラ代表　上高地仁




